■第1次男女共同参画計画の達成度

　第1次男女共同参画計画（平成20～24年度）に掲げた指標（3項目）の達成状況は下記のとおりである。
基本的課題Ⅰ「男女共同参画の意識づくり」の指標

＜固定的性別役割分担意識＞
	項目
	当時の現況値
	目標とする指標（H24）
	最新の値

（H23）

	固定的性別役割分担意識に同感しない市民の割合
	38.3％（H17）
	50％（H24）
	62.9％（H23）


固定的性別役割分担意識（「男は仕事、女は家庭」の考え方）に同感しない市民の割合を、平成24年度までに50％とする指標は達成した。平成23年度に行なった市民意識調査では、60％以上の市民が固定的性別役割分担意識について同感しないと答えている。
玉名市の男女の平等感は県平均や近隣自治体よりも高い。しかし、女性の出不足金など地域に根強く残る不平等の問題改善は道半ばであるため、さらに意識の変革を促していくことが重要である。

基本的課題Ⅱ「男女共同参画の環境づくり」の指標

＜審議会等への女性登用率＞
	項目
	当時の現況値
	目標とする指標
	最新の値

	市における審議会等への女性委員の登用率
	18.5％（H19）
	30％（H24）
	21.8％（H23）


審議会等への女性委員の登用率は、第1次計画策定時の平成19年度よりは上昇したものの、目標としていた30％を下回り、平成23年度で21.8%という結果となった。あて職で構成されるような女性登用の難しい審議会・委員会が、全体の割合を引き下げている。防災会議など女性が全くいない審議会も存在し、今後第2次計画の進行管理をする際には、30％を超えているところはできるだけ半数に近づくように、また女性がいないところには女性枠などを設けるなど女性が参画できる環境づくりに努めることが必要である。

＜家族経営協定締結戸数＞
	項目
	当時の現況値
	目標とする指標
	最新の値

	農家における家族経営協定の締結戸数
	536戸（H19）
	590戸（H24）
	786戸（H24）

465戸（H24）


農家における家族経営協定締結戸数は、目標の590戸に対し、家族経営協定及び共同申請の戸数で465戸、更に連名申請まで含めると786戸まで増加しており、1次計画の目標は達成できている。但し、2次計画からは指標とする戸数を、実質的に経営に参画できる家族経営協定締結と共同申請を合計した戸数とすることとした。今後さらに、農業分野での男女共同参画が進展するよう、家族経営協定の浸透を図っていくものである。
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